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発表の概要 

龍谷大学では、2021・2022 年度に「学生による授業観察」プロジェクトを実施し、

その成果を基に 2023 年度から「学生による授業観察に基づく授業支援」を全学で

推進している。2025 年度は取り組み 3 年目となる。授業観察に際し、観察学生は

事前に授業担当者と打ち合わせを行い観察のポイントを聞き取るとともに「授業観察

ポイント一覧表（以下、一覧表）」を用いて授業観察を行う。 2025 年度は「一覧表」

をもとに、ルーブリックを作成した。「一覧表」とルーブリックはともにさまざまな授業形

式に対応できる内容になっているが、講義形式を想定した項目が多く含まれている。

授業観察では、AL 形式の授業を観察する機会もある。また今後はオンライン授業を

観察対象とする予定である。本発表では、講義形式以外の授業観察において有用な

「一覧表」およびルーブリック作成に向け必要な視点・項目について観察学生と検討

した結果について報告する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




